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(57)【要約】
活性成分含有組成物が入った外側の透水性パウチチャン
バを備える、活性成分の放出に適する活性成分含有製品
が開示される。本製品において、前記パウチチャンバは
、同じ又は別の組成物が入った別のパウチチャンバに相
互接続され、以て、それぞれが組成物を含む少なくとも
２つの相互接続されたパウチチャンバとなり、分離部は
１つのパウチチャンバを別のパウチチャンバから分離す
る。それぞれのパウチチャンバは、約１ｍｍ～約４０ｍ
ｍの長さ、及び約１０ｍｍ以下の幅を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　活性成分の放出に適する活性成分含有製品であって、前記活性成分含有製品が、活性成
分含有組成物が入った外側の透水性パウチチャンバを備え、前記パウチチャンバが、同じ
又は別の組成物が入った別のパウチチャンバに相互接続され、以て、それぞれが組成物を
含む少なくとも２つの相互接続されたパウチチャンバとなり、分離部が１つのパウチチャ
ンバを別のパウチチャンバから分離し、
　それぞれのパウチチャンバが、約１ｍｍ～約４０ｍｍの長さ、及び約１０ｍｍ以下の幅
を有する、活性成分含有製品。
【請求項２】
　前記製品が、少なくとも３つのパウチチャンバを備え、１つのパウチチャンバの対向す
る側部が、対向する側部にある２つの他のパウチチャンバに接続される、請求項１に記載
の活性成分含有製品。
【請求項３】
　前記製品が、少なくとも３つのパウチチャンバを備え、１つのパウチチャンバの隣り合
う側部が、隣り合う側部にある２つの他のパウチチャンバに接続される、請求項１に記載
の活性成分含有製品。
【請求項４】
　前記分離部が分離線を備える、請求項１～３のいずれか一項に記載の活性成分含有製品
。
【請求項５】
　前記分離線が、引き裂くことによって前記１つのパウチチャンバを前記別のパウチチャ
ンバから切り離すことを可能にするミシン目又は穴の列を含む、請求項４に記載の活性成
分含有製品。
【請求項６】
　前記分離部が、向かい合うパウチ面を一緒に接合することによって作られ、以て、前記
分離部が隣り合うパウチチャンバ間の接合部となる、請求項１～５のいずれか一項に記載
の活性成分含有製品。
【請求項７】
　前記接合部が、効率的な分離を確実にして前記分離部の面積を最小化する形状である、
請求項６に記載の活性成分含有製品。
【請求項８】
　前記少なくとも２つの相互接続されたパウチチャンバがそれぞれ、第１の組成物及び第
２の組成物を備え、前記第１の組成物が前記第２の組成物と異なる、請求項１～７のいず
れか一項に記載の活性成分含有製品。
【請求項９】
　前記第１の組成物が香料組成物である、請求項１～８のいずれか一項に記載の活性成分
含有製品。
【請求項１０】
　前記第１及び第２の相互接続されたパウチを含む少なくとも１０個の相互接続されたパ
ウチチャンバを備える、請求項１～９のいずれか一項に記載の活性成分含有製品。
【請求項１１】
　前記活性成分含有組成物がニコチンを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の活
性成分含有製品。
【請求項１２】
　前記活性成分含有組成物がニコチンなしのタバコ代替品を含む、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の活性成分含有製品。
【請求項１３】
　前記活性成分含有組成物が薬剤を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の活性成
分含有製品。
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【請求項１４】
　前記活性成分含有組成物がアルカロイドを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載
の活性成分含有製品。
【請求項１５】
　前記活性成分含有組成物が必須栄養素を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の
活性成分含有製品。
【請求項１６】
　それぞれのパウチチャンバが約３ｍｍ～約１０ｍｍの幅を有する、請求項１～１５のい
ずれか一項に記載の活性成分含有製品。
【請求項１７】
　それぞれのパウチチャンバが約２０ｍｍ～約４０ｍｍの長さを有する、請求項１～１６
のいずれか一項に記載の活性成分含有製品。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載の活性成分含有製品を備えるパッケージ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、活性成分含有組成物を備える相互接続されたパウチに関する。
【背景技術】
【０００２】
　口腔内投与は、薬理的活性成分、特にニコチン及びニコチンのような刺激剤の投与のた
めによく知られている技法である。ニコチン置換療法（ＮＲＴ：ｎｉｃｏｔｉｎｅ　ｒｅ
ｐｌａｃｅｍｅｎｔ　ｔｈｅｒａｐｙ）は、喫煙をやめるための方法としてニコチンを摂
取する医学的に認められた方法である。ＮＲＴを行う方法として知られているのは、例え
ば、ニコチンパッチ、ニコチンロゼンジ、又はスヌースパウチと類似の、歯茎と上唇の間
に置くように構成されたニコチンパウチによるものである。以て、使用者は、前記パウチ
に含まれるニコチンを口腔粘膜を通じて吸収することができる。多くの場合、それぞれの
ＮＲＴパウチ内のニコチンの量は、スヌースなどのタバコ製品のニコチン含有量に比べて
比較的少ない。類似の製品は、スヌースが入ったパウチ／サッシェで、前記タバコを燃や
さずにタバコを消費する方法である。スヌースは伝統的なスウェーデン製品であり、たい
ていは歯茎と上唇との間に置かれるタバコの湿潤混合物である。以て、使用者は、前記ス
ヌースに含まれるニコチンを、口腔粘膜を通じて吸収することができる。したがって、ス
ヌースは、煙を吸引することなくニコチンを吸収する方法である。別の類似の形態は、と
きどきニコポッド（ｎｉｃｏｐｏｄ）とも言われる、タバコなしでニコチンを入れたパウ
チ／サッシェで、医学的承認はない。ニコポッドはたいてい、歯茎と上唇との間に置かれ
る。以て、使用者は、前記スヌースに含まれるニコチンを、口腔粘膜を通じて吸収するこ
とができる。本明細書では、ニコチン含有製品という用語は、すべての異なる形態をまと
めて記述するために使用される。
【０００３】
　少量のニコチンを消費したいだけの人は、１つのニコチン含有製品を使用することによ
ってそのようにすることができ、一方、より多くを好む他の人は、同時に２つ以上のニコ
チン含有製品を消費して所望の効果を達成することができる。
【０００４】
　同じ考えは、口腔内投与に適する広範な他の活性成分、例えば医薬製品に適用され、ま
た、パウチ形態の他の成分を加えることによってニコチン及びタバコの感覚を置き換える
ことによって作用するニコチンなしのタバコ代替品にも適用される。
【０００５】
　口の中に同時に２つ以上のパウチが入っているときの問題は、それらを定位置に保つこ
とが難しくなり得ることである。パウチを唇の下に安定して置くと、組成物を１つの場所
に集中させ、希釈及び／又は嚥下を防ぐので、消費者は恩恵を受けるであろう。
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【概要】
【０００６】
　本発明の目的は、上記の問題のいくつかを解決することである。本発明の幅広い態様に
よれば、活性成分含有組成物が入った外側の透水性パウチチャンバを備える、活性成分の
放出に適する活性成分含有製品が開示される。本製品は、前記パウチチャンバが、同じ又
は別の組成物が入った別のパウチチャンバに相互接続され、以て、それぞれが組成物を含
む少なくとも２つの相互接続されたパウチチャンバとなり、分離部が１つのパウチチャン
バを別のパウチチャンバから分離することを特徴とする。
【０００７】
　この発明は、本明細書に開示される特定の形態、プロセスのステップ、材料に限定され
るものではなく、したがって、形態、プロセスのステップ、材料は多少変わってもよいこ
とは理解されよう。本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲及びその等価物によってのみ
限定されるので、本明細書に使用される用語は、特定の実施形態を説明するためだけに使
用され、限定することを意図しないこともまた理解されよう。
【０００８】
　この明細書及び特許請求の範囲に使用されるとき、単数形「１つの（ａ）」、「１つの
（ａｎ）」、及び「その（ｔｈｅ）」は、文脈がそうでないことを明示していなければ、
複数の対象物を包含することを留意しなければならない。
【０００９】
　この明細書では、特記なければ、本発明の、又は本発明の方法において使用される活性
成分含有製品又は組成物又はパッケージ内の成分の量を修飾する用語「約（ａｂｏｕｔ）
」は、例えば、現実の世界で濃縮物の作製又は溶液を使用するための典型的な測定及び液
体取扱い手順を通じて、これらの手順における意図しない誤りを通じて、活性成分含有製
品又は組成物を作るため、或いは本方法を実行するために使用される成分の製造、供給源
、又は純度における違いなどを通じて生じ得る数量のばらつきを指す。用語「約」は、特
定の初期混合物から生じる組成物に対する平衡条件の違いによって異なる量も包含する。
用語「約」によって修飾されようとされまいと、特許請求の範囲は、これらの量と等価な
量を含む。
【００１０】
　本明細書において与えられた範囲は、成分のそれぞれの好ましい量を提供する。これら
の範囲のそれぞれは、単独で、又は本発明の好ましい態様を与える１つ又は複数の他の成
分と組み合わせて受け取られてもよい。
【００１１】
　本発明の態様によれば、活性成分の放出に適する活性成分含有製品が提供され、前記活
性成分含有製品は、活性成分含有組成物が入った外側の透水性パウチチャンバを備え、前
記パウチチャンバは、同じ又は別の組成物が入った別のパウチチャンバに相互接続され、
以て、それぞれが組成物を含む少なくとも２つの相互接続されたパウチチャンバとなり、
分離部は１つのパウチチャンバを別のパウチチャンバから分離し、それぞれのパウチチャ
ンバは、約１ｍｍ～約４０ｍｍの長さ、及び約１０ｍｍ以下の幅を有する。
【００１２】
　活性成分含有製品とは、１つ又は複数の活性成分を含有する製品を意味する。活性成分
は、薬理効果を有することによって特徴付けられ、ニコチン、ニコチン塩（例えば、ニコ
チン二酒石酸塩／ニコチン酒石酸塩）、ニコチンなしのタバコ代替品、カフェインなどの
他のアルカロイド、医薬製品、又は必須栄養素を含んでもよい。医薬製品は、鎮痛剤、ア
レルギー緩和物質、又は乗り物酔いを治療する物質を含んでもよい。必須栄養素は、ビタ
ミン及び／又はミネラルを含んでもよい。これらのタイプの活性成分に共通しているのは
、ニコチンなしのタバコ代替品など、口腔粘膜／歯茎を通して吸収できること、或いは、
液体、例えば水に溶かすことができること、或いは、局所的な効果又は感覚を有すること
である。活性成分は、活性成分含有組成物に含まれる。したがって、前記活性成分含有組
成物は、活性成分含有製品に取り入れられる。活性成分にニコチンを使用するとき、前記
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ニコチンは、ニコチン置換療法（ＮＲＴ）、タバコスヌース、又は医学的承認なしのタバ
コなしのニコチン製品の一部として入れられてもよい。ＮＲＴの一部であるニコチンを使
用する場合、本製品はニコチン含有医薬製品と考えることができる。同様に、一般的に、
活性成分含有製品は、ニコチンとともに使用されるとき、ニコチン含有製品と考えること
ができる。ＮＲＴは、タバコ以外の手段でニコチンを摂取する医学的に承認された方法で
ある。これは、禁煙を助けるために使用される。したがって、本発明による活性成分含有
製品は、ＮＲＴ組成物とともに、タバコ、ニコチンなしのタバコ代替品とともに、タバコ
なしのニコチンとともに使用されてもよい。さらに、活性成分含有製品は、医薬製品、例
えば鎮痛剤とともに使用されるとき、医薬用に使用されてもよい。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、活性成分含有製品は、ニコチン又はニコチンなしのタバコ代
替品を含む活性成分含有組成物を含む。ニコチンは、ニコチン置換療法（ＮＲＴ）、タバ
コスヌース、又は医学的承認なしのタバコなしのニコチン製品の一部として入れられても
よい。ＮＲＴの一部であるニコチンを使用する場合、製品はニコチン含有医薬製品と考え
ることができる。同様に、一般的に、活性成分含有製品は、ニコチンとともに使用される
とき、ニコチン含有製品と考えることができる。ＮＲＴは、タバコ以外の手段でニコチン
を摂取する医学的に承認された方法である。これは、禁煙を助けるために使用される。し
たがって、本発明による活性成分含有製品は、ＮＲＴ組成物とともに、タバコ、ニコチン
なしのタバコ代替品とともに、タバコなしのニコチンとともに使用されてもよい。したが
って、活性成分含有製品は、ニコチン含有製品又はニコチンなしのタバコ代替製品であっ
てもよい。
【００１４】
　製品が活性成分の放出に適するとは、そのような活性成分を含むことができ、さらにそ
のような収容部を通して／そのような収容部の向こう側に放出することができる製品を意
味する。例えば、本製品は口腔内投与に適することができる、すなわち、本製品は、使用
者の口腔内に挿入するように構成される、すなわち、製品を口腔内に、好ましくは歯茎と
上唇との間に挿入及び収容することを可能にする寸法を有する製品である。例えば、本発
明によるそれぞれのパウチチャンバは、１～４ｃｍ程度の寸法を有してもよい。例えば、
それぞれのパウチチャンバは、３ｃｍより長い、例えば３．５ｃｍ又は４ｃｍの長さを有
してもよい。
【００１５】
　それぞれのパウチチャンバは、約１ｍｍ～約４０ｍｍの長さ、及び約１０ｍｍ以下の幅
を有してもよい。いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバは、約１０ｍｍよ
り狭い幅を有してもよい。いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバは、約３
ｍｍ～約１０ｍｍの幅など、約３ｍｍ～約９．５ｍｍの幅など、約３ｍｍ～約９ｍｍの幅
など、約５ｍｍ～約９ｍｍの幅など、約５ｍｍ～約７ｍｍの幅など、約１ｍｍ～約１０ｍ
ｍの幅を有してもよい。いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバは、約７ｍ
ｍ～約９ｍｍの幅を有してもよい。
【００１６】
　いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバは、約２０ｍｍ～約４０ｍｍの長
さ、及び約１０ｍｍ以下の幅を有してもよい。いくつかの実施形態では、それぞれのパウ
チチャンバは、約２５ｍｍ～約４０ｍｍの長さ、及び約１０ｍｍ以下の幅を有してもよい
。
【００１７】
　いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバの幅に対する長さの比は、約３～
約５など、約３．５～約４．５など、約３～約６である。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバの厚さは、約３ｍｍ～約７ｍｍな
ど、約４ｍｍ～約６ｍｍなど、約２ｍｍ～約８ｍｍであってもよい。いくつかの実施形態
では、それぞれのパウチチャンバの厚さは約２ｍｍ～約３ｍｍであってもよい。それぞれ
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のパウチチャンバの厚さはまた、チャンバの「高さ」と称せられてもよく、それはパウチ
チャンバの幅に垂直な方向の寸法である。厚さは、パウチチャンバの長さの中央における
、すなわち、パウチチャンバの最大長さの半分における（圧縮されていない状態の）パウ
チチャンバの高さとして測定することができる。
【００１９】
　同様に、本製品は液体に浸すのに適することができ、以て、それは、本製品の設計及び
材料を選ぶことによってそのように浸すことができることを意味し、この場合、活性成分
含有組成物が、開示された透水性パウチチャンバ内に入れられる。したがって、活性成分
は前記液体に溶けることができる、又は活性成分を前記液体に放出することができる。液
体は水であってもよい。したがって、本製品はティーバッグに似ていてもよい。したがっ
て、本製品は活性成分含有組成物を入れることができ、活性成分含有組成物は、開示され
た透水性パウチを通って液体、例えば口腔内投与における口の唾液、又は浸漬時のグラス
内の水に溶けることができる。言い換えれば、本製品は、少なくとも部分的に溶解可能な
組成物を入れるのに適しており、ここでは、前記組成物の成分は透水性パウチチャンバを
通過することができる。
【００２０】
　透水性パウチチャンバとは、透水性材料、例えば、織物又は紙のような膜から作られた
壁を備えたパウチチャンバを意味する。使用時に、口の中での唾液（水分の多い体液）の
生成及び存在によって、パウチチャンバには経時的に唾液が浸み込み、前記パウチチャン
バに入っている組成物の成分の放出を加速する。同様に、本製品を液体に浸す場合、成分
の放出は同様に加速される。製造プロセス時に、活性成分含有組成物はそれぞれのパウチ
に入れられ、そのときに、前記パウチは封止され、その結果、前記活性成分含有組成物が
入ったチャンバが形成される。
【００２１】
　パウチチャンバが別のパウチチャンバに相互接続されるとは、少なくとも２つのパウチ
チャンバが接続されることを意味する。開示された分離部によって、前記パウチチャンバ
は物理的に接続されるが、第１のパウチチャンバの内容物は、第２のパウチチャンバの内
容物と接触していない。むしろ、パウチチャンバは、透水性材料から作られた部分によっ
て接続され、前記部分は前記材料を一緒に接合することによって作られてもよい。言い換
えれば、第１のパウチチャンバの内容物は、第２のパウチチャンバの内容物と連通してい
ない。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、パウチチャンバは、透水性材料から作られた部分によって接
続されてもよい。いくつかの実施形態では、分離部は、前記材料を一緒に接合することに
よって作られてもよい。
【００２３】
　２つより多くのパウチチャンバが相互接続されることが好ましい。例えば、１０、１５
、又は２０個のパウチチャンバが、本発明による分離部によって相互接続されてもよい。
パウチチャンバは、本明細書の残りの部分ではパウチと称せられる。分離部により、本製
品は一様でない厚さ（厚さの変動）になることがあり、これは、その柔軟性と組み合わさ
って、前記唇が厚さの変動に適合するので、唇の下により入れやすくなり、以て、このよ
うな分離部を備えない製品で経験されるよりも良好に本製品を適所に保持する。
【００２４】
　以て、使用者は、活性成分含有組成物の量をより容易に投与することができる。例えば
、パウチのそれぞれには、ほとんどの使用者の必要性を満足しない量の活性成分含有組成
物が入っているが、前記パウチが相互接続されていることにより、使用者は、前記パウチ
の２つ以上を引きちぎる／切り離すことを選ぶことができ、その結果、前記使用者は使用
者が望む量を得る。このようなカスタマイズは、ニコチン含有組成物とともに使用するの
に特に適切であり、この必要性はそれぞれの使用者に対してより個別的である。したがっ
て、前記パウチのそれぞれは比較的小さく、紛失の危険性により口の中に入れておくには
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不快であるが、相互接続されたパウチの提供により、本製品は、口の中で取り扱うのがよ
り容易になる。例えば、ほとんどの使用者は、使用者の必要性を満たすために一度に２つ
又は３つのパウチを投与することができ、以て、パウチは、それらの相互接続された特性
により、口の中で制御することがより容易になる。同様に、液体に浸して、前記液体の中
への活性成分の放出を促すために、使用者は、所望の数のパウチ（以てまだ相互接続され
ている）を引きちぎることによって、量を容易に調節することができて取扱いが容易にな
る。
【００２５】
　したがって、いくつかの実施形態では、分離部は、透水性材料から作られ、それぞれの
パウチチャンバは、約１ｍｍ～約４０ｍｍの長さ、及び約３ｍｍ～約１０ｍｍの幅など、
約１ｍｍ～約４０ｍｍの長さ、及び約１０ｍｍ以下の幅を有してもよい。
【００２６】
　さらに、前記パウチが相互接続されていることにより、本製品を容器に保管することは
容易であり、それは、審美的／視覚的印象を高める。さらに、本発明による製品は、相互
接続された特性により包装時に予想できるようにパウチがふるまうことにより、包装手順
を最適化することができるので、より小さな保管容器の使用を可能にする。
【００２７】
　さらに、本発明によれば、パウチは相互接続されて大きな列又はアレイになり、それは
、概して、経口用又は個人使用向けの製品とは容易には分からないので、本製品は子供の
興味をあまり引かない可能性がある。
【００２８】
　一実施形態では、本製品は、少なくとも３つのパウチチャンバを備えてもよく、１つの
パウチチャンバの対向する側部は、対向する側部にある２つの他のパウチチャンバに接続
される。
【００２９】
　対向する側部によって、前記パウチは多角形、例えば矩形であってもよいことが理解さ
れる。以て、本製品は、一列又は一続きの相互接続されたパウチに似ていてもよい。前記
列は、３つより多くのパウチ、例えば、相互接続された１０、１５、又は２０個のパウチ
を含んでもよい。包装プロセス時、相互接続されたパウチを使用することによって、それ
ぞれのパッケージに入れるパウチの数を決定するときの決定因子として長さを使用するこ
とができる。包装機械の特定の形態においては、例えば、計数又は質量の代わりに、決定
因子として長さを使用することはより容易な場合がある。例えば、長さを使用することは
、それぞれのパッケージ内のパウチの質量を測定するための秤を組み入れることよりも容
易である。
【００３０】
　一実施形態では、本製品は少なくとも３つのパウチチャンバを備えてもよく、１つのパ
ウチチャンバの隣り合う側部は、隣り合う側部にある２つの他のパウチチャンバに接続さ
れる。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、本製品は少なくとも３つのパウチチャンバを備え、１つのパ
ウチチャンバの２つの隣り合う側部はそれぞれ、別個の他のパウチチャンバに接続される
。いくつかの実施形態では、本製品は少なくとも４つのパウチチャンバを備え、１つのパ
ウチチャンバの３つの隣り合う側部は、３つの他のパウチチャンバに接続される。
【００３２】
　以て、本製品は、相互接続されたパウチチャンバのアレイを形成してもよい。このよう
なパウチチャンバのアレイにより、空間の最適化及び審美的特徴を含む、包装手順におけ
る特定の利点を得ることができる。アレイの面積又は寸法を使用してパウチの数を決定す
ることができ、その結果、包装手順を最適化することができる。アレイは、相互接続され
たパウチの二次元シートと考えることができる。
【００３３】
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　一実施形態では、分離部は分離線を備えてもよい。分離線とは、１つのパウチチャンバ
を別のパウチチャンバから切り離すことを容易にする線を意味する。分離線は、使用時に
１つのパウチチャンバが別のパウチチャンバから切り離されないような強度のものである
ことが好ましい。パウチを形成するために使用される透水性材料に液体／唾液が浸み込み
、以て分離部に液体／唾液が浸み込むと、その強度は低下する場合があることに留意すべ
きである。
【００３４】
　一実施形態では、分離線は、引き裂くことによって１つのパウチチャンバを別のパウチ
チャンバから切り離すことを可能にするミシン目又は穴の列を含んでもよい。一実施形態
では、分離線は、引き裂く、引きちぎる、又は切断することによって１つのパウチチャン
バを別のパウチチャンバから切り離すことを可能にするミシン目又は穴の列を含んでもよ
い。
【００３５】
　以て、便利で使いやすい分離線を使用することができる。
【００３６】
　一実施形態では、分離部は、向かい合うパウチ面を一緒に接合することによって作られ
てもよく、以て、分離部は隣り合うパウチチャンバ間の接合部となる。
【００３７】
　パウチは所望の透水性材料の長い管から作られてもよく、前記管の側壁は、形成された
接合部内に活性成分含有組成物が配置されないように一緒に接合される。その代わり、接
合部は、前記活性成分含有組成物が、前記接合部及び側壁によって画定された個々のパウ
チチャンバ内に確実に入っているようにする。
【００３８】
　一実施形態では、接合部は、効率的な分離を確実にして分離部の面積を最小化する形状
であってもよい。
【００３９】
　例えば、接合部は湾曲してもよく、それによって、相互接続されたパウチを互いから切
り離すプロセスを容易にすることができる。これに代えて、接合部は、それぞれのパウチ
の幅より狭い幅を有してもよく、その結果、使用者は長い距離を引きちぎる必要がなくな
る。このような形状は、使用される材料の量を削減する。
【００４０】
　一実施形態では、少なくとも２つの相互接続されたパウチチャンバはそれぞれ、第１の
組成物及び第２の組成物を備えてもよく、前記第１の組成物は前記第２の組成物と異なる
。いくつかの実施形態では、第１の組成物及び第２の組成物のうちの少なくとも１つは、
ニコチン又はニコチンなしのタバコ代替品を含む。
【００４１】
　言い換えれば、第１のパウチは第１の組成物を備えてもよいが、第２のパウチは、第１
の組成物とは異なる第２の組成物を備えてもよい。
【００４２】
　以て、使用者は、前記パウチを相互接続させながら、使用者が口の中に挿入する／液体
に浸すパウチを混ぜることができ、その結果、これらのパウチは前記口／液体により容易
に入れられる。内容物を前記パウチのそれぞれの中に分割することは、前記内容物が使用
前に混合するのに適さない場合、又は、使用者の欲する混合物に使用者が制御したい場合
、有益となり得る。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、活性成分含有組成物の少なくとも１つは加香剤を含む。例え
ば、加香剤は、ニコチン及び／又はタバコ代替品と同じ活性成分含有組成物に含まれても
よい。これに代えて、第１の活性成分含有組成物はニコチン及び／又はタバコ代替品を含
んでもよく、第２の活性成分含有組成物は加香剤を含んでもよい。
【００４４】



(9) JP 2021-531818 A 2021.11.25

10

20

30

40

50

　一実施形態では、第１の組成物は香料組成物であってもよい。本明細書では、用語「香
料」及び「香味料」は、成人消費者用の製品において所望の味又は香りを生成するために
（現地の規制によって許可される場合に）使用することができる材料を指す。これらは、
抽出物（例えば、カンゾウ、アジサイ、ホオノキの葉、カモミール、フェヌグリーク、ク
ローブ、メンソール、ニホンハッカ、アニシード、シナモン、ハーブ、ウィンターグリー
ン、サクランボ、ベリー、モモ、リンゴ、ドランブイ、バーボン、スコッチ、ウイスキー
、スペアミント、ペパーミント、ラベンダー、カルダモン、セロリ、カスカリラ、ナツメ
グ、ビャクダン、ベルガモット、ゼラニウム、はちみつエッセンス、ローズ油、バニラ、
レモン油、オレンジ油、カシア、キャラウェイ、コニャック、ジャスミン、イランイラン
、セージ、ウイキョウ、ピーマン、ショウガ、アニス、コリアンダー、コーヒー、又はハ
ッカ属の任意の種からのハッカ油など）、香味強化剤、苦味受容体部位遮断剤、感覚受容
体部位活性化剤、若しくは感覚受容体部位刺激剤、糖及び／又は代替糖（例えば、スクラ
ロース、アセスルファムカリウム、アスパルテーム、サッカリン、チクロ、ラクトース、
スクロース、グルコース、フルクトース、ソルビトール、又はマンニトール）、並びに、
チャコール、クロロフィル、ミネラル、植物性物質、又は息清涼剤などの他の添加物を含
んでいてもよい。これらは、模造品、合成材料又は天然材料、或いはこれらの混合物であ
ってもよい。これらは、任意の適切な形態、例えば、油、液体、又は粉末であってもよい
。
【００４５】
　これに代えて、第１の組成物は、香料組成物と活性成分含有組成物との混合物であって
もよく、その結果、前記第１の組成物は、活性成分含有組成物の量を減らす代わりに香料
を供する。前記減らした量は、純粋な活性成分含有組成物を含む加香しない第２の組成物
によって補われてもよい。使用者は、一度に２つの相互接続されたパウチを投与／挿入す
ることができるので、使用するのがより容易になる。
【００４６】
　以て、第１の組成物は、製品の体験に香りを加えるのに適することができる。
【００４７】
　一実施形態では、本製品は、前記第１及び第２の相互接続されたパウチを含む少なくと
も１０個の相互接続されたパウチチャンバを備えてもよい。
【００４８】
　以て、本製品は、複数の相互接続されたパウチ、例えば列又はアレイに配置されたパウ
チを備える。このような複数の相互接続されたパウチは、パッケージ／容器内により容易
に配置することができ、その結果、前記パッケージ／容器の大きさを小さくすることがで
きる。同様に、パウチが相互接続され、したがって予想可能にふるまうことにより、包装
手順を高速化することができる。最後に、包装プロセス時にパウチの数を決定するときに
、質量又は計数の代わりに長さ又は面積を使用することができる。
【００４９】
　一実施形態では、活性成分含有組成物はニコチンを含んでもよい。
【００５０】
　第１の組成物と第２の組成物とを備える２つの相互接続されたパウチチャンバがあるい
くつかの実施形態では、第１の組成物及び第２の組成物のうちの少なくとも１つはニコチ
ンを含んでもよい。
【００５１】
　ニコチンは、ＮＲＴ、スヌース、様々な形態のタバコ、タバコなしのニコチン製品、又
はニコチン塩として具現化されてもよい。以て、活性成分含有組成物は、ニコチン含有組
成物と考えられてもよい。いくつかの実施形態では、第１の組成物及び第２の組成物のう
ちの少なくとも１つはニコチン含有組成物であると考えられてもよい。このようなニコチ
ン含有組成物を含む製品は、例えば、使用者に追加の消費選択肢を提供することによって
、ニコチン消費の分野で有益なことがある。
【００５２】
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　いくつかの実施形態では、活性成分含有組成物はタバコを含む。第１の組成物と第２の
組成物とを備える２つの相互接続されたパウチチャンバがあるいくつかの実施形態では、
第１の組成物及び第２の組成物のうちの少なくとも１つはタバコを含んでもよい。したが
って、いくつかの実施形態では、活性成分含有組成物は「無煙口腔タバコ製品」である。
本明細書では、「タバコ」は、ニコチアナ（Ｎｉｃｏｔｉａｎａ）属の任意の種類の葉、
花、又は茎などの任意の部分、及びその再生された材料を含む。いくつかの実施形態では
、「タバコ」は、処理済みタバコを含む。いくつかの実施形態では、「タバコ」は、抽出
されたものであろうと合成されたものであろうと、ニコチンなどの天然のタバコに見出さ
れる特定の化合物などの派生物、及び、タバコの葉の繊維部などの構造的派生物を含む。
本明細書では、用語「タバコ」はタバコ抽出物を含む。
【００５３】
　タバコが植物材料を含むとき、その植物の様々な部分の所定量が使用されてもよい。例
えば、タバコ混合物中の茎の量は、最大、タバコの５０重量％、６０重量％、又は７０重
量％であってもよい。いくつかの実施形態では、タバコ中の茎の量は、タバコの１０重量
％～６５重量％など、タバコの１５重量％～６５重量％など、タバコの２０重量％～６０
重量％など、タバコの２５重量％～５５重量％など、タバコの３０重量％～５０重量％な
ど、タバコの５重量％～７０重量％である。
【００５４】
　本発明に使用されるタバコは、暗色空気乾燥タバコ、熱風乾燥タバコ、バーレータバコ
、オリエンタルタバコ、メリーランドタバコ、暗色タバコ、暗色火力乾燥タバコ、及びラ
スティカ（Ｒｕｓｔｉｃａ）タバコ、並びに他の希少又は特殊なタバコなどのタバコのタ
イプを含んでもよい。
【００５５】
　タバコは、丸ごとでもよく、或いは、細断、脱穀、切断、粉砕、乾燥、エージング、発
酵、又はその他の処理（例えば、粒状化又はカプセル化）がされてもよい。いくつかの実
施形態では、タバコは挽きタバコ及び／又は微粒子の形態である。いくつかの実施形態で
は、タバコは、螺旋形態又は切断薄膜形態である。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、タバコは乾燥形態又は湿潤形態の嗅ぎタバコであってもよい
。「嗅ぎタバコ」は、無煙タバコ製品の一分類を一般的に説明するために本明細書に使用
され、これは典型的には、乾燥されて、０．０１～３ｍｍなど、０．０１～１．０ｍｍな
ど、０．０１～５ｍｍのふるい分けによって測定された質量中央粒子寸法を有するように
粉末にされた乾燥タバコを含む。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、タバコは乾燥嗅ぎタバコであってもよい。いくつかの実施形
態では、タバコの水分含有量は、活性成分含有製品全体の１２重量％より少ないなど、活
性成分含有製品全体の１０重量％より少ないなど、活性成分含有製品全体の５重量％より
少ないなど、活性成分含有製品全体の３重量％より少ないなど、活性成分含有製品全体の
２重量％より少ないなど、活性成分含有製品全体の１重量％より少ないなど、無煙口腔タ
バコ製品全体の１６重量％より少ない。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、タバコの一部又はすべては湿潤形態である。湿潤タバコは、
無煙口腔タバコ製品に組み入れるのに適した任意の形態であってもよい。いくつかの実施
形態では、湿潤タバコは湿潤嗅ぎタバコを含む。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、湿潤嗅ぎタバコには、スヌース型タバコ又はスヌースとも呼
ばれることもあるスウェーデン式の嗅ぎタバコが含まれる。いくつかの実施形態では、湿
潤嗅ぎタバコはスウェーデン式の嗅ぎタバコ（スヌース）である。スヌースは、乾燥嗅ぎ
タバコの変形から生じた湿潤粉末タバコ製品である。本明細書では、スヌースは、発酵さ
れず、むしろ低温殺菌などの熱処理された口腔タバコ製品である。スヌースは典型的には
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、長時間、上唇の下に置くことによって使用される。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、タバコの水分含有量は、活性成分含有組成物の少なくとも２
５重量％など、活性成分含有組成物の少なくとも３０重量％など、活性成分含有組成物の
少なくとも３５重量％など、活性成分含有組成物の少なくとも４０重量％など、活性成分
含有組成物の少なくとも４５重量％など、活性成分含有組成物の少なくとも５０重量％な
ど、活性成分含有組成物の少なくとも６０重量％など、活性成分含有組成物全体の少なく
とも２０重量％である。いくつかの実施形態では、タバコの水分含有量は活性成分含有組
成物の約２０重量％～約６０重量％である。本明細書では、用語「水分含有量」は、言及
される組成物又は製品内の水及び他のオーブン揮発物（例えばプロピレングリコール）な
どのオーブン揮発成分の全量を指す。
【００６１】
　活性成分含有製品がスヌースを含む実施形態では、スヌースは塩及び／又は他の香味料
を含んでもよい。これに代えて、又はこれに加えて、スヌースは、低温殺菌されてもよく
、又は低温殺菌に類似したプロセスを受けてもよく、任意選択で、スヌースの所望のｐＨ
及び／又は水分含有量にするために熟成されてもよい。低温殺菌及び熟成に適した方法及
び装置は当業者には知られている。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、活性成分含有組成物は、タバコを含むタバコ組成物（例えば
、挽きタバコ、刻みタバコ）、水、塩（例えば、塩化ナトリウム、塩化カリウム、塩化マ
グネシウム、塩化カルシウム、又はこれらの混合物）、ｐＨ調整剤、及び、任意選択で、
１つ又は複数の加香剤、清涼剤、加熱剤、甘味剤、着色剤、保湿剤、保存剤、結合剤、充
填剤、又はこれらの混合物を含む。
【００６３】
　これに代えて、又はこれに加えて、湿潤嗅ぎタバコは浸漬タバコの形態であってもよい
。活性成分含有製品が浸漬タバコを含む実施態様では、浸漬タバコは発酵によって処理さ
れてもよく、又は発酵に類似したプロセスを受けてもよく、任意選択で、エージングなど
の１つ又は複数のさらなるプロセスを受けてもよい。浸漬タバコの処理に適した方法及び
装置は当業者には知られている。
【００６４】
　これに代えて、又はこれに加えて、タバコは、米国の湿潤嗅ぎタバコ及び／又は噛みタ
バコの形態であってもよい。
【００６５】
　活性成分含有製品中のタバコの量は変わり得る。いくつかの実施形態では、活性成分含
有製品中のタバコの量は、活性成分含有製品の少なくとも約１０重量％など、活性成分含
有製品の少なくとも約１５重量％など、活性成分含有製品の少なくとも約２０重量％など
、活性成分含有製品の少なくとも約２５重量％など、活性成分含有製品の少なくとも約３
０重量％など、活性成分含有製品の少なくとも約４０重量％など、活性成分含有製品の少
なくとも約５０重量％など、活性成分含有製品の少なくとも約５５重量％など、活性成分
含有製品の少なくとも約６０重量％など、活性成分含有製品の少なくとも約５重量％であ
る。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、活性成分含有製品中のタバコの量は、活性成分含有製品の約
８５重量％以下など、活性成分含有製品の約８０重量％以下など、活性成分含有製品の約
７５重量％以下など、活性成分含有製品の約７０重量％以下など、活性成分含有製品の約
９０重量％以下である。
【００６７】
　いくつかの実施形態では、活性成分含有製品中のタバコの量は、活性成分含有製品の約
２０重量％～８５重量％など、活性成分含有製品の約２０重量％～８０重量％など、活性
成分含有製品の約２０重量％～７５重量％など、活性成分含有製品の約２０重量％～７０
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重量％など、活性成分含有製品の約２０重量％～６５重量％など、活性成分含有製品の約
２０重量％～６０重量％など、活性成分含有製品の約２５重量％～６０重量％など、活性
成分含有製品の約３０重量％～６０重量％など、活性成分含有製品の約３５重量％～６０
重量％など、活性成分含有製品の約２０重量％～９０重量％である。
【００６８】
　一実施形態では、活性成分含有組成物は、ニコチンなしのタバコ代替品を含んでもよい
。
【００６９】
　第１の組成物と第２の組成物とを備える２つの相互接続されたパウチチャンバがあるい
くつかの実施形態では、第１の組成物及び第２の組成物のうちの少なくとも１つはニコチ
ンなしのタバコ代替品を含んでもよい。本明細書では、用語「タバコ代替品」は、適切に
調製されると天然タバコに物理的に類似する個別の化学物質及び／又は複合化学物質を含
むタバコ代替品を含む。これに代えて、又はこれに加えて、本明細書では、用語「タバコ
代替品」は、タバコと類似の口当たりを与え、タバコによって与えられる局所的及び／又
は薬理的な感覚を送達する材料を含む。
【００７０】
　ニコチンなしのタバコ代替品とは、ニコチンはないがそれでも、タバコによって与えら
れる局所的及び／又は薬理的な感覚を生じさせる特定の活性成分を与える組成物を意味す
る。例えば、タバコ代替品は、選ばれた天然物、例えばニコチンなしの植物材料の混合物
を含んでもよい。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、活性成分含有組成物はニコチンなしのタバコ代替品を含み、
ここで、ニコチンなしのタバコ代替品は、非タバコ植物材料、塩（例えば、塩化ナトリウ
ム、塩化カリウム、塩化マグネシウム、塩化カルシウム、又はこれらの混合物）、ｐＨ調
整剤、及び、任意選択で、１つ又は複数の加香剤、清涼剤、加熱剤、甘味剤、着色剤、保
湿剤、保存剤、結合剤、充填剤、又はこれらの混合物を含む。
【００７２】
　いくつかの実施形態では、タバコ代替品は、非タバコ植物材料を含む。タバコ代替品に
使用される非タバコ植物材料の例は、トウモロコシの繊維、カラスムギの繊維、トマトの
繊維、大麦の繊維、ライムギの繊維、砂糖大根の繊維、ソバの繊維、ジャガイモの繊維、
リンゴの繊維、ココアの繊維、竹の繊維、柑橘類の繊維、及びこれらの組合せなど、食用
の植物繊維である。
【００７３】
　以て、使用者は、ニコチンの消費なしにタバコのような組成物を消費することを選ぶこ
とができる。
【００７４】
　一実施形態では、活性成分含有組成物は薬剤を含んでもよい。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、薬剤は、ニコチン及び／又はタバコ代替品と同じ活性成分含
有組成物に含まれてもよい。これに代えて、１つのパウチチャンバ内の第１の活性成分含
有組成物はニコチン及び／又はタバコ代替品を含んでもよく、第２のパウチチャンバ内の
第２の活性成分含有組成物は薬剤を含んでもよい。
【００７６】
　薬剤とは、症状を緩和又は防止する、或いは病気を治療する物質を意味する。薬剤は、
粘膜／歯茎を通して吸収されることを意図されてもよい、すなわち、本発明による製品を
通って口腔内に投与されることに適してもよく、又は、薬剤は、液体に溶けることを意図
されてもよい、すなわち、本発明による製品を通って液体に浸されるのに適してもよい。
組成物に発泡性効果を付け加えてもよい。
【００７７】
　以て、使用者は、このような適切な薬剤を含む、本発明による製品の使用によって、容
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易に、関連する病気を治療したり関連する症状を緩和したりすることができる。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、薬剤はパラセタモールであってもよい。
【００７９】
　一実施形態では、活性成分含有組成物は必須栄養素を含んでもよい。いくつかの実施形
態では、必須栄養素は、ニコチン及び／又はタバコ代替品と同じ活性成分含有組成物に含
まれてもよい。これに代えて、１つのパウチチャンバ内の第１の活性成分含有組成物はニ
コチン及び／又はタバコ代替品を含んでもよく、第２のパウチチャンバ内の第２の活性成
分含有組成物は必須栄養素を含んでもよい。
【００８０】
　必須栄養素とは、ビタミン又はミネラルを意味する。
【００８１】
　以て、使用者は、本発明による製品を液体に浸し、以て前記栄養素を前記液体に放出す
ることによって、又は口腔内投与によってこのような必須栄養素を容易に消費することが
できる。前者の場合、ばらにしたパウチを使用してもよい。組成物に発泡性効果を付け加
えてもよい。
【００８２】
　一実施形態では、活性成分含有組成物はアルカロイドを含んでもよい。いくつかの実施
形態では、アルカロイドは、ニコチン及び／又はタバコ代替品と同じ活性成分含有組成物
に含まれてもよい。これに代えて、１つのパウチチャンバ内の第１の活性成分含有組成物
はニコチン及び／又はタバコ代替品を含んでもよく、第２のパウチチャンバ内の第２の活
性成分含有組成物はアルカロイドを含んでもよい。
【００８３】
　アルカロイドとは、薬理効果を有する植物由来の成分、例えばカフェインを意味する。
【００８４】
　以て、使用者は、本発明による製品を液体に浸し、以て前記栄養素を前記液体に放出す
ることによって、又は口腔内投与によってこのようなアルカロイドを容易に消費すること
ができる。前者の場合、ばらにしたパウチを使用してもよい。組成物に発泡性効果を付け
加えてもよい。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、活性成分は、活性医薬物質、食品添加物、天然薬剤、又は人
間に効果を有し得る天然に存在する物質よりなる群から選択されてもよい。いくつかの実
施形態では、活性成分は、カフェイン、ニコチン、ビタミンＢ１２、ビタミンＣ、ビタミ
ンＥ、バイオペリン、Ｑ１０、セレニウム、グルタチオン、リポ酸、葉酸、ジンセン、花
粉抽出物、抗酸化剤、ミネラル、パラセタモール、アセチルサリチル酸、ロシアルート（
Ｒｕｓｓｉａｎ　ｒｏｏｔ）及びローズルートよりなる群から選択されてもよい。
【００８６】
　一実施形態では、活性成分は、ニコチン、アサ、カンナビノイド、又はこれらの混合物
よりなる群から選択されてもよい。カンナビノイドは、脳内の神経伝達物質放出を抑制す
る、細胞内のカンナビノイド受容体（すなわち、ＣＢ１及びＣＢ２）に作用する天然又は
合成化合物の一分類である。最も重要なカンナビノイドの２つは、テトラヒドロカンナビ
ノール（ＴＨＣ：ｔｅｔｒａｈｙｄｒｏｃａｎｎａｂｉｎｏｌ）及びカンナビジオール（
ＣＢＤ：ｃａｎｎａｂｉｄｉｏｌ）である。カンナビノイドは、アサなどの植物から自然
に生じたもの（植物性カンナビノイド）、動物から自然に生じたもの（エンドカンナビノ
イド）でもよく、人工的に製造されたものでもよい（合成カンナビノイド）。
【００８７】
　カンナビノイドは、血液脳関門を容易に横切ることができること、弱毒性、及び副作用
が少ないなどの特定の特性を示す環状分子である。
【００８８】
　アサ種は、少なくとも８５種の異なる植物性カンナビノイドを発現し、カンナビゲロー
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ル、カンナビクロメン、カンナビジオール、テトラヒドロカンナビノール、カンナビノー
ル、カンナビノジオール、及び他のカンナビノイドを含む下位分類に分けられる。
【００８９】
　アサに見出されるカンナビノイドは、限定するものではないが、カンナビゲロール（Ｃ
ＢＧ：ｃａｎｎａｂｉｇｅｒｏｌ）、カンナビクロメン（ＣＢＣ：ｃａｎｎａｂｉｃｈｒ
ｏｍｅｎｅ）、カンナビジオール（ＣＢＤ）、テトラヒドロカンナビノール（ＴＨＣ）、
カンナビノール（ＣＢＮ：ｃａｎｎａｂｉｎｏｌ）及びカンナビノジオール（ＣＢＤＬ：
ｃａｎｎａｂｉｎｏｄｉｏｌ）、カンナビシクロール（ＣＢＬ：ｃａｎｎａｂｉｃｙｃｌ
ｏｌ）、カンナビバリン（ＣＢＶ：ｃａｎｎａｂｉｖａｒｉｎ）、テトラヒドロカンナビ
バリン（ＴＨＣＶ：ｔｅｔｒａｈｙｄｒｏｃａｎｎａｂｉｖａｒｉｎ）、カンナビジバリ
ン（ＣＢＤＶ：ｃａｎｎａｂｉｄｉｖａｒｉｎ）、カンナビクロメバリン（ＣＢＣＶ：ｃ
ａｎｎａｂｉｃｈｒｏｍｅｖａｒｉｎ）、カンナビゲロバリン（ＣＢＧＶ：ｃａｎｎａｂ
ｉｇｅｒｏｖａｒｉｎ）、カンナビゲロールモノメチルエーテル（ＣＢＧＭ：ｃａｎｎａ
ｂｉｇｅｒｏｌ　ｍｏｎｏｍｅｔｈｙｌ　ｅｔｈｅｒ）、カンナビネロール酸、カンナビ
ジオール酸（ＣＢＤＡ：ｃａｎｎａｂｉｄｉｏｌｉｃ　ａｃｉｄ）、カンナビノールプロ
ピル変異体（ＣＢＮＶ：ｃａｎｎａｂｉｎｏｌ　ｐｒｏｐｙｌ　ｖａｒｉａｎｔ）、カン
ナビトリオール（ＣＢＯ：ｃａｎｎａｂｉｔｒｉｏｌ）、テトラヒドロカンナビノール酸
（ＴＨＣＡ：ｔｅｔｒａｈｙｄｒｏｃａｎｎａｂｉｎｏｌｉｃ　ａｃｉｄ）並びにテトラ
ヒドロカンナビバリン酸（ＴＨＣＶＡ：ｔｅｔｒａｈｙｄｒｏｃａｎｎａｂｉｖａｒｉｎ
ｉｃ　ａｃｉｄ）を含む。
【００９０】
　いくつかの実施形態では、活性成分含有組成物は加香剤を含む。本明細書では、用語「
加香剤」は、成人消費者用の製品において所望の味又は香りを生成するために（現地の規
制によって許可される場合に）使用することができる材料を指す。これらは、抽出物（例
えば、カンゾウ、アジサイ、ホオノキの葉、カモミール、フェヌグリーク、クローブ、メ
ンソール、ニホンハッカ、アニシード、シナモン、ハーブ、ウィンターグリーン、サクラ
ンボ、ベリー、モモ、リンゴ、ドランブイ、バーボン、スコッチ、ウイスキー、スペアミ
ント、ペパーミント、ラベンダー、カルダモン、セロリ、カスカリラ、ナツメグ、ビャク
ダン、ベルガモット、ゼラニウム、はちみつエッセンス、ローズ油、バニラ、レモン油、
オレンジ油、カシア、キャラウェイ、コニャック、ジャスミン、イランイラン、セージ、
ウイキョウ、ピーマン、ショウガ、アニス、コリアンダー、コーヒー、又はハッカ属の任
意の種からのハッカ油など）、香味強化剤、苦味受容体部位遮断剤、感覚受容体部位活性
化剤、若しくは感覚受容体部位刺激剤、糖及び／又は代替糖（例えば、スクラロース、ア
セスルファムカリウム、アスパルテーム、サッカリン、チクロ、ラクトース、スクロース
、グルコース、フルクトース、ソルビトール、又はマンニトール）、並びに、チャコール
、クロロフィル、ミネラル、植物性物質、又は息清涼剤などの他の添加物を含んでいても
よい。これらは、模造品、合成材料又は天然材料、或いはこれらの混合物であってもよい
。これらは、任意の適切な形態、例えば油、液体、粉末であってもよい。
【００９１】
　さらに、本発明は、前述の開示による製品を備えるパッケージに関する。
【００９２】
　パッケージとは、前述の開示による少なくとも２つの相互接続されたパウチを保管する
ことができる容器を意味する。容器は、複数の相互接続されたパウチ、例えば、１０、１
５、又は２０個の相互接続されたパウチを保管することでき、その結果、前記パウチは、
相互接続された一列／一続き又はアレイとして前記パッケージ／容器内に配置されること
が好ましい。
【００９３】
　以下に、本発明による例示的な実施形態を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
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【図１】本発明による活性成分含有製品の斜視図である。
【図２】本発明による活性成分含有製品の側面図である。
【図３】本発明による複数の活性成分含有製品の側面図である。
【図４】本発明による活性成分含有製品のアレイの図である。
【図５】前述の開示による製品を備えるパッケージの図である。
【発明を実施するための形態】
【００９５】
　以下に、本発明の実施形態を通じて本発明を詳細に説明するが、これらの実施形態は本
発明を限定するものと考えるべきではない。
【００９６】
　図１は、本発明による活性成分含有製品１００の斜視図である。製品１００は、分離部
１０２によって相互接続された少なくとも２つのパウチ１０１（パウチチャンバとも呼ば
れる）を備える。前記パウチ１０１のそれぞれは、組成物、例えば活性成分含有組成物（
図示せず）を封入する。前記パウチ１０１のそれぞれは、使用者の口腔内への挿入（口腔
内投与）に適するようにする寸法、例えば１～４ｃｍ程度の長さ又は幅を有する。さらに
、２つ以上相互接続されたパウチ１０１は、同様に、口腔内への挿入（口腔内投与）に適
するようにする組合せ寸法であり、その結果、使用者は複数の相互接続されたパウチ１０
１を使用者の口腔内に入れることができる。例えば、単一のパウチ１０１には、一般的に
使用されるであろう量よりも少ない、例えば、ほとんどの個人に効果／医学的反応を引き
起こす量よりも少ない活性成分含有組成物が入っていてもよい。しかしながら、前記パウ
チ１０１が本発明に従って相互接続されていることにより、使用者は、封入されたニコチ
ン含有組成物に対する使用者の耐性に応じて、１つより多くのパウチ、例えば、２つ又は
３つのパウチを投与することを選んでもよい。相互接続の特性により、例えば紛失／嚥下
の危険性なしに、パウチ１０１をより容易に口腔内に入れておくこと／入れることができ
る。実際、単一のパウチ１０１はほとんどの個人にとっては小さすぎる場合があるが、２
つ以上の相互接続されたパウチは好ましい大きさになるであろう。
【００９７】
　パウチ１０１は透水性材料１０３より作られ、それによって、液体／水又は口の唾液は
、前記パウチ１０１によって封入された組成物に浸み込み、以て、前記組成物の成分、例
えばその活性成分の放出を加速することができる。したがって、透水性材料１０３は、水
及び水に溶けた成分を通すことができ、その結果、前記成分は、液体に溶けることができ
る、又は使用者によって吸収される、例えば粘膜／歯茎を通して血管に吸収されることが
できる。一方、透水性材料１０３は、水／唾液が浸み込んで分解しないように選ばれた濡
れ強度を有する。その理由は、このような分解によって封入された組成物が使用者の消化
器系に入り、これは有害で何の効果も与えることがないからである。透水性材料１０３は
織物又は紙のような膜から作られることが好ましい。
【００９８】
　パウチ１０１の第１の断面Ａ及び第２の断面Ｂは破線で強調されており、これらは、活
性成分含有組成物を入れるように意図された内部容積／チャンバ１０４を示している。
【００９９】
　前記パウチ１０１のそれぞれは、例えば、透水性材料１０３の向かい合う側壁を一緒に
接合することによって形成された分離部１０２によって分割され、以て、前記分離部１０
３は接合部と考えられてもよい。
【０１００】
　破線Ｃは、製品１００が続く場合を示しており、以て、前記製品１００は３つ以上の相
互接続されたパウチ１０１を備えてもよく、その結果、前記パウチ１０１のそれぞれは、
分離部１０２によって、隣り合うパウチに互いに相互接続され、その結果、前記パウチ１
０１は一列に延在する。
【０１０１】
　図２は、製品１００の３つの実施形態の側面図であり、ここでは、図１による要素と類
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似の要素は、類似の参照符号を有する。すべての実施形態には、分離部１０２内に配置さ
れた分離線１１２が示されている。前記分離線１１２は、分離部１０２を形成するために
使用される材料に設けられたミシン目又は穴の列を含み、前記分離線１１２が、引き裂く
ことによって１つのパウチ１０１を別のパウチから切り離すことを可能にすることが好ま
しい。斑点状の内部容積１０４は活性成分含有組成物１０５を示す。図２ａでは、分離部
１０２及び分離線１１２は真っ直ぐであるが、図２ｂは、前記分離部１０２及び分離線１
１２が湾曲している場合を示す。分離部１０２が湾曲している特性によって、切り離しが
容易になる、又は使用される材料の量を削減することができる。図２ｃは、それぞれのパ
ウチ１０１の最大幅Ｗより実質的に短い分離部１０２によって分離された２つの相互接続
されたパウチ１０１を示す。これによって、それぞれのパウチ１０１を分離するために使
用される材料の量を削減することができる。さらに、この分離は、使用者によってより容
易に実施することができる。
【０１０２】
　図３は、本発明による製品１００を形成する一列／一続きの複数の相互接続されたパウ
チ１０１を示す。この実施形態では、１つのパウチ１０１の対向する側部１０１ａ、１０
１ｂは、同様に対向する側部１０１ａ’、１０１ｂ’にある２つの他のパウチ１０１に接
続される。複数の相互接続されたパウチ１０１の列は、例えば、円形のパッケージ／容器
（図示せず、図５ａ参照）内に螺旋状に保管することができる。
【０１０３】
　図４は、本発明による製品１００を形成する相互接続されたパウチ１０１のアレイを示
す。この実施形態では、１つのパウチ１０１の隣り合う側部１０１ａ、１０１ｃは、同様
に対向する側部１０１ａ’、１０１ｃ’にある２つの他のパウチチャンバに接続され、以
てアレイを形成する。アレイは、パッケージ／容器（図示せず、図５ｂ参照）内に容易に
保管することができる。
【０１０４】
　図５は、前述の開示による製品１００を備えるパッケージ／容器２００の２つの実施形
態を示す。図５ａは、本発明による相互接続されたパウチ１０１を受け入れるように構成
された、側壁２０１、底２０２、及び開放端２０３を有する円形のパッケージ２００ａを
示す。開放端２０３は、蓋２０４によって閉じることができる。例えば、相互接続された
パウチ１０１は、図の渦巻によって示されるように、螺旋状に保管することができる。図
５ｂは、図５ａの円形のパッケージと同じ特徴部を有する四角形のパッケージ２００ｂを
示し（類似の特徴部は類似の参照符号が付けられている）、前記四角形のパッケージ２０
０ｂは、図４に示すような相互接続されたパウチ１０１のアレイを保管することができる
。
【０１０５】
　参照しやすくするために、本発明のこれら及びさらなる態様は、適切な段落の見出しの
下で論じられた。しかしながら、それぞれの段落の下での教示は必ずしもそれぞれの特定
の段落に限定されるものではない。
【０１０６】
（さらに広範な態様）
　本発明の態様によれば、活性成分の放出に適する活性成分含有製品が提供され、前記活
性成分含有製品は、活性成分含有組成物が入った外側の透水性パウチチャンバを備え、前
記パウチチャンバは、同じ又は別の組成物が入った別のパウチチャンバに相互接続され、
以て、それぞれが組成物を含む少なくとも２つの相互接続されたパウチチャンバとなり、
分離部は１つのパウチチャンバを別のパウチチャンバから分離し、それぞれのパウチチャ
ンバは、約１ｍｍ～約４０ｍｍの長さ、及び約３ｍｍ～約２５ｍｍの幅を有する。
【０１０７】
　いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバは、約３ｍｍ～約２５ｍｍの幅を
有してもよい。いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバは、約１０ｍｍ～約
２０ｍｍなど、約１０ｍｍ～約１５ｍｍなど、約５ｍｍ～約２０ｍｍの幅を有してもよい
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。いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバは、約５ｍｍ～約１５ｍｍの幅を
有してもよい。
【０１０８】
　いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバは、約１ｍｍ～約４０ｍｍの長さ
、及び約５ｍｍ～約２０ｍｍの幅を有してもよい。いくつかの実施形態では、それぞれの
パウチチャンバは、約１ｍｍ～約４０ｍｍの長さ、及び約１０ｍｍ～約２０ｍｍの幅を有
してもよい。いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバは、約１ｍｍ～約４０
ｍｍの長さ、及び約１０ｍｍ～約１５ｍｍの幅を有してもよい。いくつかの実施形態では
、それぞれのパウチチャンバは、約１ｍｍ～約４０ｍｍの長さ、及び約５ｍｍ～約１５ｍ
ｍの幅を有してもよい。
【０１０９】
　いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバは、約２０ｍｍ～約４０ｍｍの長
さ、及び約５ｍｍ～約２０ｍｍの幅を有してもよい。いくつかの実施形態では、それぞれ
のパウチチャンバは、約２５ｍｍ～約４０ｍｍの長さ、及び約５ｍｍ～約２０ｍｍの幅を
有してもよい。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では、それぞれのパウチチャンバの厚さは、約３ｍｍ～約７ｍｍな
ど、約４ｍｍ～約６ｍｍなど、約２ｍｍ～約８ｍｍであってもよい。いくつかの実施形態
では、それぞれのパウチチャンバの厚さは、約２ｍｍ～約３ｍｍであってもよい。いくつ
かの実施形態では、活性成分含有製品は、ニコチン含有製品又はニコチンなしのタバコ代
替製品であってもよい。いくつかの実施形態では、活性成分含有組成物はニコチンを含ん
でもよい。例えば、活性成分含有組成物はタバコを含んでもよい。いくつかの実施形態で
は、活性成分含有組成物は、ニコチンなしのタバコ代替品を含んでもよい。
【０１１１】
　いくつかの実施形態では、この態様による活性成分含有製品は、概要及び詳細な説明を
参照して上で説明されたような特徴のいずれかを含む。
【０１１２】
　本発明の態様によれば、活性成分の放出に適する活性成分含有製品が提供され、前記活
性成分含有製品は、活性成分含有組成物が入った外側の透水性パウチチャンバを備え、前
記パウチチャンバは、同じ又は別の組成物が入った別のパウチチャンバに相互接続され、
以て、それぞれが組成物を含む少なくとも２つの相互接続されたパウチチャンバとなり、
分離部は１つのパウチチャンバを別のパウチチャンバから分離し、
　前記少なくとも２つの相互接続されたパウチチャンバはそれぞれ、第１の組成物及び第
２の組成物を備え、前記第１の組成物は前記第２の組成物と異なり、
　第１の組成物及び第２の組成物のうちの少なくとも１つは、ニコチン又はニコチンなし
のタバコ代替品を含む。
【０１１３】
　いくつかの実施形態では、この態様による活性成分含有製品は、概要及び詳細な説明を
参照して上で説明されたような特徴のいずれかを含む。
【０１１４】
　次に、以下の番号付きのパラグラフで本発明をさらに詳細に説明する。
１．活性成分の放出に適する活性成分含有製品であって、前記活性成分含有製品が、活性
成分含有組成物が入った外側の透水性パウチチャンバを備え、前記パウチチャンバが、同
じ又は別の組成物が入った別のパウチチャンバに相互接続され、以て、それぞれが組成物
を含む少なくとも２つの相互接続されたパウチチャンバとなり、分離部が１つのパウチチ
ャンバを別のパウチチャンバから分離することを特徴とする活性成分含有製品。
２．前記製品が、少なくとも３つのパウチチャンバを備え、１つのパウチチャンバの対向
する側部が、対向する側部にある２つの他のパウチチャンバに接続される、パラグラフ１
に記載の活性成分含有製品。
３．前記製品が、少なくとも３つのパウチチャンバを備え、１つのパウチチャンバの隣り
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合う側部が、隣り合う側部にある２つの他のパウチチャンバに接続される、パラグラフ１
に記載の活性成分含有製品。
４．前記分離部が分離線を備える、パラグラフ１～３のいずれか一つに記載の活性成分含
有製品。
５．前記分離線が、引き裂くことによって１つのパウチチャンバを別のパウチチャンバか
ら切り離すことを可能にするミシン目又は穴の列を含む、パラグラフ４に記載の活性成分
含有製品。
６．前記分離部が、向かい合うパウチ面を一緒に接合することによって作られ、以て、分
離部が隣り合うパウチチャンバ間の接合部となる、パラグラフ１～５のいずれか一つに記
載の製品。
７．前記接合部が、効率的な分離を確実にして分離部の面積を最小化する形状である、パ
ラグラフ６に記載の活性成分含有製品。
８．前記少なくとも２つの相互接続されたパウチチャンバがそれぞれ、第１の組成物及び
第２の組成物を備え、前記第１の組成物が前記第２の組成物と異なる、パラグラフ１～７
のいずれか一つに記載の製品。
９．前記第１の組成物が香料組成物である、パラグラフ１～８のいずれか一つに記載の活
性成分含有製品。
１０．前記第１及び第２の相互接続されたパウチを含む少なくとも１０個の相互接続され
たパウチチャンバを備える、パラグラフ１～９のいずれか一つに記載の活性成分含有製品
。
１１．活性成分含有組成物がニコチンを含む、パラグラフ１～１０のいずれか一つに記載
の活性成分含有製品。
１２．活性成分含有組成物がニコチンなしのタバコ代替品を含む、パラグラフ１～１０の
いずれか一つに記載の活性成分含有製品。
１３．活性成分含有組成物が薬剤を含む、パラグラフ１～１０のいずれか一つに記載の活
性成分含有製品。
１４．活性成分含有組成物がアルカロイドを含む、パラグラフ１～１０のいずれか一つに
記載の活性成分含有製品。
１５．活性成分含有組成物が必須栄養素を含む、パラグラフ１～１０のいずれか一つに記
載の活性成分含有製品。
１６．パラグラフ１～１５のいずれか一つに記載の活性成分含有製品を備えるパッケージ
。
【０１１５】
　本明細書で説明した様々な実施形態は、特許請求される特徴の理解と教示を助けるため
だけに提示されている。これらの実施形態は、実施形態の単なる代表的な例として供され
、すべての実施形態を網羅するものでもなければ、他の実施形態を排除するものでもない
。本明細書で説明した利点、実施形態、例、機能、特徴、構造、及び／又は他の態様は、
特許請求の範囲によって規定されたように本発明の範囲を限定するものと考えるべきでは
なく、或いは特許請求の範囲に対する等価物を制限するものと考えるべきではなく、特許
請求される本発明の範囲から逸脱することなく他の実施形態を利用し、変形を施すことが
できることを理解されたい。本発明の様々な実施形態は、本明細書で詳細に説明されたも
の以外の、開示された要素、構成、特徴、部品、ステップ、手段などの適切な組合せを適
切に含み、それらのみから構成され、或いは実質的にそれらから構成されてもよい。さら
に、本開示は、現在は特許請求されていないが将来特許請求される可能性のある他の発明
を含むことができる。
【符号の説明】
【０１１６】
　Ａ　第１の断面
　Ｂ　第２の断面
　Ｃ　製品１００の続き
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　Ｗ　パウチ１０１の幅
　１００　製品
　１０１　パウチ
　１０１ａ　パウチ１０１の側部
　１０１ａ’　１０１ａの対向する側部
　１０１ｂ　パウチ１０１の側部
　１０１ｂ’　１０１ｂの対向する側部
　１０１ｃ　パウチ１０１の側部
　１０１ｃ’　１０１ｃの対向する側部
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